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西山 宗因（にしやま そういん）

資 料

短冊 『いさ桜 われもそなたの 夕あらし 宗因』

作 者

１６０５（慶長１０）－１６８２（天和２）．３．２８

肥後（熊本県）熊本生まれ。

肥後八代城代加藤正方に仕え、京都で里村昌琢に連歌を

学ぶ。加藤家改易により浪人し、大坂天満宮の連歌所宗匠と

なる。俳人として軽妙な句風の談林俳諧を興し、井原西鶴等

が門人にいる。
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